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実
質
的
証
拠
に
立
証
さ
れ
る
「
事
実
」
に
つ
い
て
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は
し
が
き

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
問
題

わ
が
国
に
お
け
る
問
題

士
ロ
　
　
　
　
　
　
ム
冊

玄
那
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒
一
一
盲

は
　
し
　
が
　
き

　
　
　
い
わ
ゆ
る
実
質
的
証
拠
法
則
の
採
ら
れ
る
理
論
的
根
拠
の
一
つ
は
、
法
律
問
題
（
ρ
ロ
①
ω
口
。
昌
o
h
冨
≦
）
と
事
実
問
題
（
ρ
ロ
①
ω
江
o
p
o
h

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
富
9
）
と
の
間
に
は
、
本
質
的
な
区
別
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
こ
の
こ
と
を
前
提
と
し
て
行
政
審
決
機
関
の
「
認
定
し
た
事
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

　
は
、
こ
れ
を
立
証
す
る
実
質
的
な
証
拠
が
あ
る
と
き
に
は
、
裁
判
所
を
拘
束
す
る
」
。
法
律
問
題
と
事
実
問
題
の
区
別
は
、
英
米
に
お
け

　
る
儲
審
裁
判
に
そ
の
起
源
を
有
す
る
。
そ
こ
で
は
裁
判
官
と
陪
審
と
の
職
能
に
つ
き
馬
一
般
」
に
「
法
律
問
題
は
裁
判
官
に
、
事
実
問
題
は

　
陪
審
に
」
と
い
う
法
諺
が
言
わ
れ
て
来
虎
。
然
し
こ
の
法
源
に
も
多
く
の
例
外
が
あ
り
、
更
に
訴
訟
上
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
が
、
こ
切
両
者

　
忙
明
確
に
区
別
さ
れ
得
る
か
も
疑
問
の
も
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
陪
審
裁
判
に
お
け
る
こ
の
職
能
配
分
の
類
似
性
は
、
　
「
行
政
法
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　

　
中
に
採
り
入
れ
ら
れ
、
裁
判
所
と
行
政
機
関
と
の
間
の
職
能
配
分
に
応
用
さ
れ
」
た
。
か
く
て
行
政
法
の
分
野
に
お
い
て
も
ま
た
、
そ
の

説　
例
外
と
両
問
題
の
区
別
の
可
否
が
　
　
　
「
法
の
支
配
」
と
い
う
伝
統
的
原
理
と
の
関
連
か
ら
i
陪
審
裁
判
以
上
に
問
題
と
な
っ
た
。

論　
　
と
之
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
法
理
的
歴
史
的
背
景
を
も
た
な
い
、
そ
し
て
社
会
的
政
治
的
基
盤
も
異
に
す
る
わ
が
国
で
、
戦
後
英
米
法
体
制

26　（4．81う　417



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
導
入
の
一
環
と
し
て
採
用
し
た
実
質
的
証
拠
法
則
を
め
ぐ
る
そ
れ
ら
の
解
題
が
、
ど
の
よ
う
に
そ
し
ゃ
く
さ
れ
て
解
釈
適
用
さ
る
べ
き
か

．
説論
は
；
の
大
き
な
課
題
で
あ
ろ
う
．
既
に
ア
メ
ー
カ
及
び
わ
禽
に
お
け
る
噸
行
為
に
対
す
る
司
法
馨
L
、
或
は
翼
質
的
証
拠

　
　
と
司
法
審
査
」
に
関
し
て
は
、
．
数
多
く
の
優
れ
た
研
究
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
こ
の
う
ち
、
法
律
問
題
と
事
実
問
題
の
区
別

　
　
を
意
識
し
な
が
ら
も
、
必
ず
し
も
両
者
の
認
識
論
的
法
哲
学
的
区
別
に
拘
わ
る
こ
と
な
く
（
こ
の
こ
と
は
、
小
室
・
後
記
註
（
一
六
）
。
九
〇

　
　
一
頁
が
既
に
述
べ
、
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
）
序
実
質
的
証
拠
に
支
持
さ
れ
る
「
事
実
」
の
範
囲
及
び
「
法
と
事
実
の
混
合
問
題
」
の
取
扱
（
こ

　
　
れ
は
本
稿
で
は
、
特
殊
事
実
に
対
す
る
法
律
用
語
の
適
用
、
の
問
題
に
限
定
さ
れ
る
。
後
記
註
（
一
五
）
参
照
）
、
と
い
う
テ
ー
マ
を
追
求
し
、
も

　
　
っ
て
㎝
つ
の
問
題
提
起
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
（
一
）
鵜
飼
信
成
。
行
政
法
の
歴
史
的
展
開
（
一
九
五
二
）
二
五
四
i
五
頁
。

　
　
　
（
二
）
現
在
か
か
る
規
定
を
お
い
て
い
る
の
は
、
私
的
独
占
禁
止
法
第
八
○
条
、
電
波
法
第
九
九
条
、
±
地
調
整
委
眞
会
設
置
法
第
五
二
条
、
連
合
国
人

　
　
　
　
　
商
標
戦
後
措
置
令
第
一
一
条
。
な
お
、
各
法
令
第
二
項
は
「
実
質
的
な
証
拠
の
有
無
は
、
裁
判
所
が
こ
れ
を
判
断
す
る
」
と
規
定
す
る
。
こ
の
実
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
的
証
拠
の
有
無
、
と
い
う
問
題
自
体
は
法
律
問
題
で
あ
る
（
後
記
註
（
四
三
）
）
。

　
　
　
（
三
）
竃
○
鳴
d
妬
い
＞
Z
U
迄
d
O
一
9
》
い
O
O
z
日
力
O
ピ
O
白
日
山
国
凋
国
U
国
幻
〉
い
↓
国
》
U
国
O
O
ζ
ζ
一
ω
ω
δ
Z
》
2
U
一
Z
日
国
国
ω
↓
》
円
国

　
　
　
　
　
6
0
ζ
ζ
国
即
O
国
O
O
ζ
ζ
一
G
o
曽
O
Z
（
一
℃
鴇
ω
）
賠
・
　
こ
の
こ
と
は
、
ど
の
判
例
・
学
説
も
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
（
四
）
　
そ
の
主
な
も
の
を
掲
げ
る
と
、
鵜
飼
・
前
記
註
（
一
）
、
下
山
瑛
二
・
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
行
政
行
為
の
司
法
審
査
・
法
学
雑
誌
一
巻
四
号
二
巻
二
．

　
　
　
　
　
三
号
（
一
九
五
四
一
五
）
、
橋
本
公
亘
・
行
政
と
法
の
支
配
・
法
学
新
報
六
〇
巻
一
・
二
号
（
一
九
五
三
）
、
同
。
米
国
行
政
法
擢
究
（
一
九
五
八
）
。

　
　
　
　
　
猪
俣
幸
一
・
実
質
的
証
拠
。
法
曹
時
報
三
巻
六
号
（
一
九
五
一
）
、
和
田
英
夫
。
実
質
的
証
拠
と
独
占
禁
止
法
・
公
正
取
引
三
一
一
・
三
三
号
（
一
九

　
　
　
　
　
五
三
）
、
同
・
司
法
審
査
と
実
質
的
証
拠
の
理
論
・
公
法
研
究
八
号
（
一
九
五
三
）
、
中
務
俊
昌
・
所
謂
実
質
的
証
拠
法
則
に
よ
る
司
法
審
査
の
限

　
　
　
　
　
界
。
私
法
一
〇
号
（
一
九
五
三
）
、
兼
子
一
。
審
決
の
司
法
審
査
・
訴
訟
と
裁
判
岩
松
裁
判
宮
還
暦
記
念
（
一
九
五
六
）
、
西
岡
久
鞘
・
行
政
庁
の

　
　
　
　
　
事
実
認
定
と
実
質
的
証
拠
・
法
経
論
集
六
巻
一
・
二
号
（
一
九
五
九
）
。
ア
メ
リ
カ
の
文
献
に
つ
い
て
は
後
の
註
で
述
べ
る
。
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ニ
　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
問
題

　
　
実
質
的
証
拠
法
則
の
母
法
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
、
そ
の
証
拠
に
支
持
さ
れ
る
「
事
実
」
と
は
、
　
ω
証
拠
的
事
実
、
　
②
推
認
事

　
実
、
を
言
い
、
圖
窮
極
的
事
実
、
に
つ
い
て
は
そ
れ
が
ど
う
取
扱
わ
れ
る
か
に
「
関
し
て
問
題
が
あ
る
。

　
　
ω
　
証
拠
的
事
実
（
Φ
〈
置
①
口
羽
飴
蔓
富
。
房
）
　
　
こ
れ
は
基
本
的
（
h
琶
9
8
Φ
口
欝
一
〇
『
9
ω
一
。
）
、
原
始
的
（
寓
凶
正
面
嘱
）
或
は
情
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
的
（
O
眠
目
O
d
［
b
P
ω
梓
帥
］
P
け
一
①
一
）
事
実
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
要
す
る
に
そ
れ
は
、
単
純
な
純
粋
な
事
実
で
あ
っ
て
、
証
拠
法
的
に
言
え
ば
、
他
の
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ
　

　
実
の
真
否
を
推
認
さ
せ
る
の
に
役
立
つ
事
実
（
間
接
事
実
）
を
意
味
す
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
法
律
効
果
の
確
定
と
は
蕪
関
係
の
或
は
そ
れ

　
　
以
前
の
、
生
じ
た
（
過
去
）
生
じ
て
い
（
現
亦
）
或
は
生
ず
る
で
あ
ろ
う
（
未
来
）
現
象
（
b
げ
①
昌
。
旨
Φ
昌
8
）
を
意
味
し
、
事
件
（
Φ
〈
①
暮
〉

　
　
関
係
く
器
訂
怠
。
霧
ぼ
b
）
条
件
（
。
o
昌
巳
江
。
口
）
或
は
心
的
状
態
（
ω
欝
8
0
h
誉
ぎ
ユ
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
現
象
の
確
定

　
　
を
1
確
定
過
程
の
職
能
と
機
能
に
関
連
し
て
み
る
と
き
ー
ー
事
実
の
認
定
（
ゆ
巳
ぎ
σ
q
o
h
｛
9
ρ
9
）
と
い
う
。
　
こ
れ
は
、
適
用
さ
れ
る

　
　
法
律
を
知
ら
な
い
人
に
よ
っ
て
も
i
即
ち
法
律
効
果
を
確
定
せ
ず
に
、
ま
た
潜
在
的
な
法
律
争
点
に
気
付
か
ず
に
一
な
さ
れ
得
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。

　
　
②
　
推
認
事
実
　
　
証
拠
或
は
証
拠
的
事
実
か
ら
推
認
さ
れ
た
事
実
は
、
な
お
事
実
で
あ
る
。
即
ち
推
認
を
引
き
出
す
こ
と
（
剛
建
≦
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ

　
一
昌
α
Q
ぎ
h
Φ
門
Φ
昌
。
①
ω
o
h
富
。
け
）
は
、
な
お
事
実
の
認
定
で
あ
り
事
実
問
題
で
あ
る
。
大
抵
の
事
実
は
、
明
白
な
証
言
か
ら
直
接
的
に
証
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ら

　
　
さ
れ
る
と
い
う
よ
り
、
　
そ
れ
以
外
の
事
実
（
例
え
ば
振
舞
い
）
か
ら
間
接
的
情
況
的
に
推
認
し
確
定
さ
れ
る
。
未
来
の
現
象
や
心
的
状
能
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
　

　
　
（
人
の
意
図
な
ど
）
は
、
殆
ん
ど
こ
の
推
認
に
基
い
て
認
定
さ
れ
る
。

説　
　
実
質
的
証
拠
法
則
を
適
用
す
る
に
当
っ
て
は
、
　
「
推
認
」
と
「
証
拠
的
事
実
」
を
区
別
し
て
は
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
「
推
認
」
を

論　
含
め
て
、
実
質
的
証
拠
法
則
下
の
「
事
実
」
と
す
べ
き
で
あ
る
。
け
だ
し
、
　
「
認
定
を
支
持
す
る
証
拠
の
実
質
性
を
問
い
か
・
け
る
心
は
、
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い
わ
ゆ
る
基
本
的
事
実
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
推
認
の
前
で
突
然
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
全
て
の
事
実
認
定
は
、
推
認
の
連
鎖
で
あ
り
、

説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
九
）

　
　
れ
れ
故
、
基
本
的
事
実
自
身
の
認
定
は
推
認
の
引
出
し
で
あ
る
」
か
ら
で
あ
．
る
。
も
し
区
別
す
る
と
す
る
な
ら
、
　
「
基
本
的
事
実
」
と
そ

論　
　
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
事
実
の
「
推
認
」
と
の
間
（
所
与
の
、
出
身
げ
男
用
者
の
組
揮
脊
動
に
対
す
る
敵
視
と
い
う
事
実
か
ら
、
組
合
役
員
の
解
雇

　
　
と
い
う
事
実
を
推
認
し
た
こ
と
）
で
は
な
く
、
そ
れ
は
、
　
「
基
礎
（
事
実
）
認
定
」
と
そ
れ
に
塞
く
一
、
劇
断
の
行
使
」
と
の
間
（
所
与
の
、
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
つ
　

　
　
え
ば
組
合
役
貝
の
解
雇
と
い
う
事
実
が
、
不
当
労
働
行
為
と
い
う
概
念
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
こ
と
）
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、

　
　
「
推
認
を
引
き
出
す
こ
と
」
と
「
窮
極
的
事
実
を
決
定
す
る
こ
と
」
と
を
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　
倒
　
窮
極
的
事
実
（
巳
甑
唐
舞
Φ
雷
。
件
ω
）
　
こ
れ
と
同
一
内
容
の
概
念
を
表
わ
す
の
に
、
判
例
は
、
こ
の
他
、
「
事
実
」
、
　
「
事
実
の
推

　
　
認
」
、
　
「
窮
極
的
結
論
（
三
訂
ヨ
簿
①
o
o
嵩
。
ご
ω
δ
コ
）
」
或
は
「
法
と
事
実
の
混
合
問
題
（
ヨ
凶
×
Φ
自
ρ
二
＄
鉱
。
昌
。
細
思
≦
．
鋤
民
富
9
）
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
い
う
一
．
嵩
葉
を
用
い
て
い
る
。
然
し
既
述
し
た
如
く
、
　
「
事
実
」
或
は
「
事
実
の
推
認
」
と
呼
ぶ
の
は
誤
り
で
あ
る
。
最
も
広
い
意
味
で
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
し

　
　
律
的
で
あ
る
と
同
時
に
事
実
的
な
属
性
を
も
つ
問
題
を
「
法
と
事
実
の
混
合
問
題
」
と
呼
ぶ
が
、
窮
極
的
事
実
と
は
、
こ
の
問
題
の
事
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
的
側
面
か
ら
見
た
言
葉
で
あ
る
（
む
し
ろ
「
窮
極
的
結
論
」
と
言
っ
た
方
が
妥
当
か
も
し
れ
な
い
が
、
本
稿
が
事
実
面
か
ら
の
勧
察
を
目
的
と
す

　
　
る
も
の
か
ら
、
こ
こ
で
は
こ
の
．
吾
葉
を
川
い
る
こ
と
に
す
る
）
。

　
　
　
こ
の
問
題
は
、
前
に
も
述
べ
た
如
く
、
起
源
的
に
は
陪
審
裁
判
で
起
つ
た
も
の
で
、
そ
こ
で
多
く
問
題
に
な
っ
た
の
は
「
，
合
理
的
且
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
二
）

　
蓋
然
的
珊
由
」
や
「
過
矢
（
合
理
的
注
意
の
欠
欲
）
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。
い
ま
過
失
を
例
に
と
れ
ば
、
過
失
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
、
先

　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
ず
、
証
拠
或
は
証
拠
的
事
実
か
ら
認
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
而
を
把
え
て
過
失
の
認
定
を
往
々
に
し
て
「
事
実
的
」
だ
と
呼
ぶ
が
、

　
　
そ
れ
は
推
認
に
よ
っ
て
さ
え
も
、
単
に
如
何
な
る
行
為
が
起
っ
た
か
と
い
う
自
然
界
の
現
象
を
認
定
す
る
性
質
め
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ

　
　
は
更
に
、
起
っ
た
と
認
定
さ
れ
た
行
為
が
、
法
の
一
般
的
法
則
内
で
起
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
判
断
の
行
使
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
行
政
法
の
分
野
で
は
、
特
に
、
特
別
な
事
実
状
態
（
冨
註
。
巳
霞
ω
富
8
0
h
富
〇
一
）
に
法
律
用
語
（
ω
欝
ε
8
蔓
富
コ
σ
Q
二
Q
α
q
Φ
）
を
適
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用
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
関
連
し
て
生
じ
て
き
た
。
例
え
ば
、
一
会
社
は
、
．
他
会
社
に
対
し
連
邦
通
信
法
の
意
味
す
る
「
支
配
」
を
し
て

　
　
い
る
か
、
あ
る
労
働
者
は
、
国
家
労
働
関
係
法
の
適
用
を
免
除
さ
れ
る
「
被
傭
者
」
で
あ
る
か
、
あ
る
特
殊
運
送
入
は
、
鉄
道
労
働
法
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
適
用
を
免
除
さ
れ
る
「
，
都
市
間
鉄
道
」
で
あ
る
か
、
等
で
あ
る
。

　
　
　
ス
タ
ー
ン
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
「
特
殊
事
実
に
関
す
る
判
断
で
あ
っ
て
、
厳
格
に
言
っ
て
事
実
事
項
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
す
る
も
の
で
な
い
」
点
で
、
事
実
の
推
認
と
区
別
さ
れ
、
　
二
般
的
規
準
も
し
く
は
法
則
の
公
式
化
は
要
求
さ
れ
ず
、
た
だ
特
殊
事
件
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
六
）
（
一
七
）

　
　
お
け
る
そ
の
適
用
が
要
求
さ
れ
る
に
止
ま
る
」
点
で
、
法
律
問
題
と
区
別
さ
れ
る
。
　
彼
に
あ
っ
て
は
、
行
政
法
分
野
に
お
け
る
「
法

　
　
（
一
日
類
）
」
は
コ
般
的
法
則
（
σ
q
Φ
白
雲
巴
里
δ
）
」
と
い
う
よ
り
「
立
法
的
意
図
（
言
忌
ω
冨
江
く
Φ
ぎ
酔
Φ
葺
自
≦
已
）
」
で
あ
る
。

　
　
　
ジ
ャ
フ
ェ
は
、
言
葉
は
滅
多
に
単
一
の
意
味
を
持
た
な
い
。
法
律
上
の
言
葉
が
問
題
の
現
象
を
説
明
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
法
律
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ム
　
　
　
　
　

　
　
目
的
に
照
ら
し
て
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
開
題
は
か
く
し
て
法
律
問
題
で
あ
る
、
と
い
う
。

　
　
　
以
上
何
れ
に
し
て
も
、
こ
の
種
の
問
題
が
実
質
的
証
拠
法
則
外
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
審
査
裁
判
所
に
よ
り
ど
う
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　

　
　
わ
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。
行
政
法
の
分
野
で
は
現
在
、
そ
れ
は
行
政
機
関
の
解
決
す
る
問
題
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
「
，
法
を
執
行
す

　
　
る
官
庁
が
ま
ず
法
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
手
続
過
程
で
、
広
義
な
法
律
用
語
の
特
殊
的
適
用
と
い
う
問
題
が
起
っ
た
場
合
は
、
審

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
こ

　
　
査
裁
判
所
の
機
能
は
制
限
さ
れ
る
」
。
こ
れ
は
次
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
行
政
決
定
が
「
，
『
記
録
に
お
い
て
正
当
性
（
毛
鋤
『
円
四
病
梓
）
』
を
持

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
二
）

　
　
ち
、
　
降
”
法
に
お
い
て
合
理
的
基
礎
（
9
Ω
　
【
①
p
Ω
ω
O
切
鋤
び
一
①
　
げ
田
ω
一
〇
）
「
軸
を
持
つ
と
き
は
、
そ
れ
は
認
容
さ
る
べ
き
で
あ
る
」
、
或
は
「
行
政
…
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ
ご

　
関
の
確
定
し
た
結
論
に
合
理
的
基
礎
（
£
ρ
円
舞
δ
射
撃
げ
Ω
。
ω
宕
）
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
司
法
機
能
は
消
滅
す
る
」
。
こ
れ
を
み
る

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
と
、
合
理
的
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
強
調
さ
れ
、
従
っ
て
、
　
「
合
理
性
（
類
は
8
9
・
一
一
ξ
）
」
を
掲
準
と
し
て
審
査
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ

説
か
驚
か
く
し
て
混
合
問
題
の
決
定
は
・
純
粋
な
事
実
の
認
定
と
全
く
同
様
な
方
法
で
取
扱
わ
れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
る
・

論　
　
そ
こ
で
事
実
認
定
の
場
合
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
混
合
問
題
に
関
す
る
行
政
決
定
は
今
述
べ
た
如
く
、
　
「
合
理
的
基
礎
」
の
存
す
る
と
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き
は
・
響
く
鍾
的
交
な
ら
、
訟
及
び
総
に
照
ら
し
て
到
達
し
得
た
で
あ
う
つ
も
の
、
で
あ
る
と
き
は
、
た
と
え
自
己
な
り
異
な
鎗

説
つ
た
結
論
に
製
し
た
か
も
知
れ
な
い
・
と
し
て
も
讐
裁
判
所
は
、
そ
の
判
断
叢
り
滑
す
こ
と
は
で
き
な
い
．
こ
れ
は
全
く
養
的
餌

瓜
酬
証
拠
碕
に
等
し
い
も
の
で
あ
る
・
け
だ
し
看
的
概
と
は
・
「
盒
的
な
罪
な
ら
結
論
を
支
持
す
る
に
充
分
な
も
の
と
し
て
二
又
け
容
幽

　
　
れ
る
で
あ
ろ
う
よ
う
な
・
関
裸
あ
る
証
讐
を
意
下
し
、
か
か
る
証
拠
集
く
と
き
は
、
出
前
判
所
は
、
自
己
の
認
定
も
ま
容
理
％

　　

I
で
あ
る
と
か
、
行
政
庁
の
決
定
墨
型
。
あ
る
と
考
え
る
と
か
の
理
由
で
、
行
政
庁
の
判
断
に
代
え
て
自
の
劇
漣
言
触
こ
と
は

で
き
な
い
・
と
す
る
の
が
看
的
職
燐
だ
か
ら
で
あ
蕪
バ
う
と
こ
ろ
は
、
そ
の
合
程
規
準
が
牽
ま
で
、
証
拠
的
な
事
項
と
議

　
　
な
っ
た
も
の
に
国
家
さ
れ
る
点
で
あ
る
・
而
し
て
適
川
規
準
が
型
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
混
合
問
麺
が
事
実
問
題
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。

　
　
　
然
し
行
政
上
の
六
実
」
認
定
は
、
実
質
的
職
に
よ
り
支
持
さ
れ
る
と
き
は
終
局
的
で
あ
る
（
．
、
の
よ
う
な
文
句
で
規
定
す
る
法
律

　　

ﾍ
多
い
）
と
い
う
場
禽
　
　
に
馨
問
題
か
誉
れ
る
か
否
か
は
別
の
糧
で
あ
る
。
歴
嵩
に
見
て
霧
的
弧
碕
訴

　
　
－
C
C
零
を
審
査
し
輩
件
の
中
で
そ
の
主
な
発
展
を
遂
げ
た
、
判
例
創
造
の
法
則
で
あ
．
⇔
。
］
九
三
年
の
目
。
＝
一
．
＜
陣
＝
Φ
事
件

　
　
は
・
実
質
的
職
と
い
う
⊥
冬
。
を
初
め
て
導
い
た
事
件
で
あ
る
が
、
最
初
に
か
か
る
審
査
規
定
を
設
け
た
連
邦
取
引
委
員
会
法
は
明
，
り
か

　
　
に
・
こ
の
判
決
の
影
響
を
観
勲
・
上
九
西
年
に
制
定
さ
れ
、
後
の
洪
律
は
皆
、
こ
れ
に
倣
．
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
辿
邦
最
高

　
　
裁
判
所
は
・
こ
れ
ら
審
窺
定
を
含
む
洪
忌
違
以
前
の
さ
C
沸
で
、
は
．
き
り
と
、
特
殊
事
件
に
お
け
る
行
政
判
断
の
行
使
に
関

　
　
す
る
問
題
は
・
濡
合
的
し
で
あ
る
が
事
実
的
と
取
扱
わ
る
べ
き
だ
と
宣
言
し
て
い
る
。
従
っ
て
議
会
が
、
こ
の
よ
．
つ
な
審
窺
定
を
も

　　

ﾂ
葎
が
こ
の
最
高
裁
の
継
と
塑
に
解
釈
さ
れ
る
こ
と
・
響
徐
念
懸
な
管
長
ひ
慰
翁
誓
い
で
聡
獄
㌫

　　

来
ﾓ
図
し
た
こ
と
は
、
券
伺
え
る
の
で
あ
る
．
「
こ
れ
ら
の
規
定
を
そ
の
さ
つ
に
無
し
な
い
な
、
り
、
高
的
判
断
を
な
す
錠
特

　
　
に
篇
を
与
え
ら
れ
た
機
関
を
創
設
し
、
そ
れ
に
権
限
を
付
与
せ
ん
と
す
る
連
邦
議
会
の
目
的
と
製
し
な
い
こ
と
に
な
る
だ
う
つ
」
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
証
拠
的
な
篇
と
は
異
な
っ
た
も
の
に
適
川
さ
れ
る
場
合
と
は
、
ど
ん
な
場
合
を
い
う
の
で
あ
う
つ
か
。
そ
れ
は
自
由
裁
量



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
の
場
合
を
い
う
。
即
ち
「
合
理
的
な
料
金
」
と
か
「
適
当
な
取
引
単
位
」
の
決
定
と
か
は
、
通
常
行
政
裁
量
事
項
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

　
　
の
と
き
の
合
理
性
規
準
が
こ
れ
な
の
で
あ
る
。
而
し
て
混
合
問
題
を
行
政
裁
量
の
場
面
と
同
様
に
見
る
こ
と
は
、
専
ら
、
議
会
は
こ
の
問

　
　
題
を
裁
判
所
の
判
断
よ
り
む
し
ろ
行
政
機
関
の
判
断
に
委
ね
ん
と
意
図
し
た
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
と
い
う
こ
と
は
と
り
も
直
さ

　
　
ず
、
特
殊
な
人
が
被
傭
者
で
あ
る
か
、
ま
た
特
殊
な
鉄
道
が
都
市
間
線
で
あ
る
か
、
と
い
う
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
「
混
合
問
題
」
を
決
定
す

　
　
る
権
限
を
行
政
庁
に
委
ね
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
判
断
又
は
選
択
の
行
使
が
必
要
と
な
る
か
ら
、
裁
量
事
項
に
適
用
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
一
）

　
　
れ
る
法
則
が
正
し
く
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
（
五
）
英
米
法
辞
典
有
斐
閣
（
一
九
五
二
）
に
よ
る
。
尤
も
正
確
に
証
拠
法
的
に
言
、
兄
ば
、
こ
れ
ら
は
皆
同
様
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
。
民

　
　
　
　
　
事
法
分
．
野
の
証
拠
法
則
は
、
行
政
手
続
法
分
野
で
は
か
な
り
緩
和
さ
れ
て
適
用
さ
れ
て
い
る
、
と
言
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
た

　
　
　
（
六
）
単
手
ρ
言
巳
9
士
力
Φ
〈
一
Φ
≦
”
O
ロ
Φ
ω
ユ
。
昌
o
h
ピ
9
。
牽
ひ
ゆ
缶
〉
幻
く
●
炉
幻
旨
く
・
（
一
拳
ひ
）
　
謡
P
悼
念
ー
ド
　
特
に
未
来
の
現
象
（
例
え
ば
、
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
　
．
た
な
料
金
は
一
定
の
収
入
を
も
た
ら
す
だ
ろ
う
か
、
無
能
力
は
一
時
的
な
の
か
永
久
的
な
の
か
）
と
心
的
状
態
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
で
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

　
　
　
（
七
）
　
従
っ
て
「
事
実
の
認
定
」
及
び
「
事
実
の
推
認
」
は
、
審
査
裁
判
所
を
拘
束
す
る
。
而
し
て
こ
の
こ
と
は
公
判
裁
判
官
、
陪
審
の
場
合
で
も
同
じ
」

　
　
　
　
　
こ
と
だ
と
言
わ
れ
る
◎
な
り
8
【
P
因
Φ
＜
δ
ぞ
o
h
閃
言
畳
目
o
q
。
。
o
h
》
自
ヨ
ヨ
尻
貫
讐
。
円
9
旨
旨
α
α
q
㊦
ω
鋤
嵩
畠
匂
二
h
δ
ω
”
》
O
o
§
勺
9
。
欝
鉱
〈
Φ
〉
昌
巴
団
。
。
す

　
　
　
　
　
顎
。
。
国
》
菊
く
畳
い
●
園
国
く
．
（
G
藍
）
N
O
、
ゆ
Q
。
》
一
B
l
轟
〔
ω
q
ヨ
ヨ
鋤
「
団
Ω
。
自
α
o
o
旨
。
一
仁
ω
一
〇
昌
〕
●

　
　
　
（
八
）
推
認
と
は
こ
の
意
味
で
、
　
一
つ
に
は
他
の
事
実
（
主
要
事
実
、
又
は
他
の
間
接
事
実
）
を
推
理
す
る
こ
と
、
　
他
に
は
そ
の
よ
う
に
推
理
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
　
へ

　
　
　
　
　
事
実
そ
の
も
の
、
を
意
味
す
る
。
と
こ
ろ
で
註
（
五
）
の
辞
典
に
よ
れ
ば
、
　
仁
三
ヨ
舞
Φ
貯
。
房
な
る
語
が
主
要
事
実
と
説
明
さ
れ
て
い
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
．
そ
れ
は
本
稿
で
用
い
る
零
露
日
暮
①
貯
9
ω
と
は
概
念
を
異
に
す
る
。
主
要
事
実
は
法
律
的
に
決
定
的
な
事
実
で
は
あ
る
が
、
法
律
適
用
の
面
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
η

　
　
　
　
　
ら
照
ら
さ
れ
た
事
実
で
な
い
限
り
な
お
巳
江
ヨ
箕
①
賦
9
ω
で
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唱

説　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q

　
　
　
（
九
）
　
冨
ぼ
ρ
言
象
ユ
巴
力
①
＜
一
Φ
≦
…
．
．
ω
q
σ
ω
δ
p
江
諸
国
く
乙
①
昌
。
Φ
§
9
①
≦
ゴ
。
一
Φ
幻
①
8
a
、
．
ひ
心
匡
》
閑
く
●
い
・
幻
団
く
●
（
這
凱
．
一
）
旨
出
”
B
心
ド

論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
6

　
　
　
（
一
〇
）
一
げ
置
．
判
断
の
行
使
h
裁
量
の
行
使
、
と
の
関
係
に
づ
い
て
は
、
本
文
八
七
頁
。
　
　
（
一
一
）
ω
8
；
、
口
。
け
①
c
。
ω
¢
℃
惹
●
℃
．
一
〇
N



二△．

論 説

（
一
二
）
　
代
表
的
な
判
例
と
し
て
d
O
げ
の
。
⇔
＜
●
∩
○
ヨ
二
一
ω
巴
。
旨
Φ
目
鴇
O
d
・
ω
．
轟
。
。
O
、
田
O
一
（
一
ゆ
お
）
・
こ
の
事
件
は
、
こ
の
種
決
定
の
混
合
性
を
明
ら

　
　
か
に
認
め
て
、
「
裁
判
所
が
明
ら
か
な
法
の
誤
り
を
確
認
す
る
た
め
、
判
決
の
諸
要
素
を
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
」
、
行
政
庁
の
決
定

　
　
は
維
持
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
し
た
○
　
置
・
や
田
O
N
．

（
＝
一
一
）
　
陪
審
裁
判
に
お
け
る
「
混
合
塵
地
」
に
つ
き
↓
踏
》
霊
堂
押
〉
娼
ヵ
頃
ピ
一
雪
囲
宏
〉
菊
曜
日
興
国
〉
↓
剛
6
っ
国
O
Z
国
＜
一
U
国
Z
O
国
（
一
。
。
ゆ
。
・
）
∩
ゴ
p
。
℃
●
㎞
．

　
　
セ
イ
ヤ
ー
に
よ
れ
ば
、
　
「
あ
ら
ゆ
る
事
実
問
魎
は
i
陪
審
の
職
分
で
あ
れ
裁
判
官
の
そ
れ
で
あ
れ
一
1
法
と
事
実
の
混
合
聞
応
で
あ
る
。
け
だ
し

　
　
事
実
問
題
は
、
関
連
あ
る
全
て
の
法
の
法
則
に
関
連
し
て
決
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
」
。
置
・
丑
日
一
9
ま
た
田
中
和
夫
。
陪
審
と
裁

　
　
判
官
の
職
分
・
九
州
帝
国
大
学
法
文
学
部
十
周
年
記
念
法
学
論
文
集
（
一
九
三
七
）
八
九
頁
以
下
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

（
一
四
）
陪
審
に
お
け
る
過
失
の
認
定
は
、
法
律
を
特
殊
な
事
実
状
態
に
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
決
定
す
る
際
の
、
行
政
機
関
も
し
く
は
裁
判
官

　
　
の
過
程
と
同
様
で
あ
る
（
日
国
〉
属
団
戸
昌
〇
一
Φ
騰
ω
ξ
茜
・
勺
・
一
ゆ
P
Φ
け
ω
o
ρ
）
。

（
一
）
　
o
り
帯
鴨
P
昌
9
Φ
。
。
ω
自
b
冠
．
娼
・
ゆ
タ
8
．
広
く
混
合
閤
題
と
い
う
と
き
は
、
こ
の
他
、
慣
習
の
認
定
、
経
験
法
川
。
推
認
法
則
の
適
用
が
問
題

　
　
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
ス
タ
ー
ン
は
、
こ
の
場
合
に
限
っ
て
論
ず
る
。
以
上
に
つ
い
て
特
異
な
分
析
を
し
て
い
る
の
は
ジ
ャ
フ
ェ
で
あ
る
。
冨
跨
ρ

　
　
P
O
け
①
刈
ω
¢
O
触
⇔
．
℃
℃
．
N
瓜
轟
一
ひ
●

（
一
六
）
　
法
律
憶
意
と
は
通
常
、
多
く
の
事
件
に
適
用
さ
れ
る
一
般
的
法
則
又
は
規
礁
の
、
存
在
又
は
性
質
に
関
す
る
惜
歳
、
を
意
味
す
る
と
い
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
る
。
こ
こ
で
法
律
問
題
と
事
実
聞
、
題
の
区
別
に
つ
い
て
若
干
触
れ
て
お
き
た
い
。
は
し
が
き
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
両
者
の
区
別
に
つ
い
て
は
古
来

　
　
多
く
の
論
争
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
一
方
で
は
、
そ
の
区
別
は
お
そ
ら
く
不
可
能
で
さ
え
あ
っ
て
、
両
者
の
相
違
は
程
度
の
差
に
過
ぎ
な
く
、

　
　
両
者
の
関
係
は
事
実
の
認
定
が
い
つ
の
ま
に
か
法
律
の
結
論
（
O
O
P
O
一
¢
ω
一
〇
口
O
h
　
一
9
ゆ
を
）
に
変
っ
て
し
ま
う
ス
ペ
ク
ト
ル
ム
と
し
て
記
述
さ
れ
る
に

　
　
過
ぎ
な
い
と
い
う
見
解
が
存
す
る
。
「
法
律
問
題
は
下
方
に
仰
び
て
事
実
の
根
に
達
し
、
事
実
閥
題
は
上
方
に
伸
び
て
、
切
目
な
く
法
律
問
題
に
達

　
　
す
る
」
と
は
、
デ
イ
キ
ン
ソ
ン
の
有
名
な
言
葉
で
あ
る
（
U
8
開
一
2
ω
O
Z
矯
レ
U
ζ
一
2
一
Q
o
↓
物
》
目
く
国
｝
d
Q
D
↓
H
O
国
》
2
U
日
国
国
ω
d
℃
菊
国
竃
〉
一

　
　
O
く
O
国
い
》
を
（
6
曽
）
賦
、
雲
ω
8
●
）
。
ま
た
前
記
註
（
＝
二
）
の
セ
イ
ヤ
ー
の
言
葉
参
照
。
こ
れ
に
対
し
区
別
に
つ
き
混
乱
が
生
ず
る
の
は
法
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量△
口冊 説

　
　
と
事
実
を
併
わ
せ
も
つ
混
合
問
題
の
た
め
だ
と
し
て
そ
の
分
析
を
試
み
（
ス
タ
ー
ン
前
記
註
（
八
）
九
六
一
八
頁
）
、
或
は
「
法
と
事
実
の
区
別
ば
、

　
　
行
政
府
と
司
法
府
の
役
割
を
正
し
く
認
識
す
る
の
に
ヴ
ァ
イ
タ
ル
な
も
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
両
者
の
性
質
を
な
お
追
求
す
る
も
の
（
ジ
ャ
フ
ェ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
が
い
る
。
ジ
ャ
フ
ェ
に
よ
れ
ば
、
区
別
不
可
能
説
の
立
場
は
、
裁
判
所
は
全
て
の
法
律
間
鍾
（
勿
論
混
合
間
馬
を
含
む
）
を
決
定
す
る
義
務
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
「
行
政
府
も
司
法
府
と
同
様
に
法
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
し
か
も
あ
る
枠
内
で
は
宣
言

　
　
カ
　
　
ヤ
　
　
ゐ

　
す
べ
き
で
あ
る
、
と
是
認
す
る
な
ら
、
問
題
は
ず
っ
と
単
純
化
さ
れ
よ
う
」
と
主
張
す
る
。
こ
の
こ
と
は
司
法
府
の
犠
牲
に
よ
る
行
政
府
の
強
化
と

　
　
か
、
或
は
伝
統
的
な
法
の
優
位
の
穀
損
と
か
を
意
図
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
分
析
の
結
果
問
題
が
、
純
粋
の
事
実
或
は
「
混
合
」
問
題
と
し

　
　
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
な
ら
、
裁
判
所
は
行
政
行
為
が
「
証
拠
に
よ
り
支
持
さ
れ
る
」
と
き
、
或
は
「
合
現
的
」
で
あ
る
と
き
、
そ
の
行
為
を
肯
認
し

　
　
な
け
れ
ば
か
か
か
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
し
、
純
粋
の
法
律
問
題
と
特
徴
づ
け
昏
れ
た
な
ら
、
裁
判
所
ば
自
己
の
責
任
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き

　
・
な
い
、
と
い
う
点
で
必
須
有
益
な
の
で
あ
る
（
前
記
註
（
七
）
二
四
〇
1
二
）
。
勿
論
両
学
者
と
も
そ
れ
ら
が
な
お
区
別
し
難
い
も
の
で
あ
る
こ
と

　
　
ば
認
め
て
い
る
。
な
お
当
間
題
に
つ
い
て
は
多
く
の
学
者
が
論
争
に
参
加
し
、
従
っ
て
文
献
毛
数
多
い
。
紙
数
の
関
係
で
一
々
挙
げ
る
こ
と
は
で
き

　
　
な
い
が
、
主
な
文
献
に
っ
．
い
て
は
ω
冨
∋
”
昌
0
8
。
。
ω
二
〇
鎚
・
3
P
N
・
を
参
照
。
　
わ
が
国
で
も
、
民
・
刑
両
訴
訟
法
分
野
で
、
上
告
理
由
に
関

　
　
し
て
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
小
野
清
一
郎
・
上
告
理
由
と
し
て
の
「
法
令
違
反
」
・
法
学
協
会
雑
誌
四
九
巻
（
一
九
三
一
）
二
号
、
小
室
直
人
・
上

　
　
告
理
由
・
民
事
訴
訟
法
講
座
三
巻
（
一
・
九
五
五
）
八
九
九
頁
以
下
、
こ
れ
は
ド
イ
ツ
の
学
説
ま
で
わ
た
っ
て
詳
し
い
。

（
一
七
）
彼
は
、
か
か
る
問
題
の
認
定
過
程
を
事
実
に
対
す
る
法
の
適
用
に
つ
い
て
の
「
特
殊
的
判
断
」
、
或
は
「
特
殊
的
結
論
」
の
公
式
化
と
呼
ぶ
。

　
ω
↓
臼
P
昌
○
冨
。
。
ω
重
出
・
℃
℃
．
旨
l
O
℃
・
　
　
（
一
八
）
　
冒
凍
ρ
昌
0
8
N
ω
ロ
冒
鉾
署
・
N
蕊
－
轟
●
な
お
「
過
失
」
の
認
定
に
つ
き
濾
『
．

（
一
九
）
　
こ
の
他
こ
の
種
の
問
題
を
、
セ
イ
ヤ
ー
は
「
事
実
」
問
題
と
し
て
取
扱
い
（
↓
出
》
＜
国
押
昌
0
8
鵬
ω
鐸
b
鎚
・
b
●
譜
9
け
心
P
簿
ω
⑦
ρ
・
）
、

　
　
ホ
ー
ム
ズ
は
「
法
律
」
問
題
と
し
て
取
扱
っ
た
（
国
O
H
H
≦
国
ρ
↓
国
国
O
O
】
≦
】
≦
0
2
い
〉
≦
（
一
。
◎
c
◎
一
）
旨
ド
旨
P
）
。
こ
の
見
解
の
相
違
は
、
前

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
ゐ
　
　
へ
　
　
ゐ
　
　
へ
　
　
た
　
　
ヤ
　
　
う

　
　
者
に
あ
っ
て
は
陪
審
職
分
の
拡
大
に
関
心
を
示
し
、
後
者
に
あ
っ
て
は
裁
判
官
職
分
の
増
大
に
関
心
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
何
れ
に
せ
よ
、

　
　
こ
の
種
問
題
は
「
混
合
問
題
」
と
し
て
別
個
に
取
り
扱
わ
れ
る
の
が
一
他
に
適
当
な
名
称
分
存
否
は
と
も
か
ぐ
と
し
て
一
・
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
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子！、

1｝川1

（
二
〇
）
仙
の
分
野
（
陪
審
及
び
裁
．
判
官
）
に
つ
い
て
は
、
前
記
註
（
一
三
）
と
ω
什
Φ
【
P
8
↓
Φ
c
。
ω
β
弓
【
勲
冒
二
〇
P
Φ
骨
ω
Φ
ρ
こ
一
一
里
Φ
什
ω
Φ
ρ
．

（
二
一
）
2
ピ
幻
し
d
く
●
寓
霧
片
手
℃
信
窪
汀
鋤
ユ
○
ロ
ω
国
。
こ
器
N
¢
・
Q
。
。
二
γ
窃
一
（
お
訟
）
●
こ
の
事
件
に
つ
き
、
冒
律
ρ
昌
0
8
日
ω
匡
℃
鑓
●
や
悼
轟
P

　
　
Φ
什
ω
①
ρ
●
　
（
二
二
）
　
切
M
N
d
●
ω
・
駆
一
・
　
　
（
二
三
）
　
菊
o
o
げ
Φ
ω
8
『
↓
Φ
一
。
O
o
【
℃
●
＜
・
¢
昌
＃
①
畠
ω
け
p
8
伊
納
O
N
d
・
Q
り
・
一
N
跡
慰
α
（
一
ゆ
切
り
）
．

（
二
四
）
　
O
轟
《
く
・
℃
o
婁
Φ
一
一
W
三
d
・
ω
．
轟
0
や
轟
一
切
（
一
ゆ
心
一
）
で
は
「
思
慮
あ
る
乳
断
の
行
使
（
9
ω
Φ
コ
ω
一
び
一
①
①
×
巽
。
一
ω
①
O
h
言
似
ひ
q
ヨ
①
昌
一
）
」
　
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
合
理
的
の
一
内
容
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
の
事
件
は
、
こ
の
間
題
に
対
し
て
最
も
満
足
す
べ
き
論
議
を
含
み
、

　
　
健
全
的
伝
統
的
原
理
と
い
わ
れ
て
い
る
。
　
　
　
（
二
五
）
　
∩
o
コ
ω
○
一
置
讐
Φ
創
刊
巳
ω
o
旨
O
o
．
く
●
2
ピ
臥
し
d
”
ω
覇
d
・
ω
・
一
〇
ざ
旨
O
（
一
り
切
。
。
）
・

（
二
六
）
端
的
に
言
え
ば
、
証
拠
及
び
そ
．
れ
か
ら
引
き
出
さ
れ
る
推
認
に
基
い
て
「
合
理
的
に
行
動
す
る
合
理
的
人
間
な
ら
そ
の
決
定
に
到
達
し
た
で
あ

　
　
ろ
う
」
と
こ
ろ
の
規
準
が
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
Q
o
8
ω
O
P
．
．
ω
＝
び
陰
鋤
口
曳
巴
国
〈
5
Φ
づ
。
Φ
．
．
一
コ
〉
鎚
ヨ
一
巳
ω
可
鋤
ぼ
く
Φ
ピ
9
毛
”
c
。
O
d
・
○
団
℃
》
・

　
　
ピ
・
見
頃
く
・
一
露
◎
一
〇
ω
。
。
㌔
δ
辺
（
一
り
丑
）
）
。
　
（
二
七
）
Q
り
8
『
p
ロ
○
冨
。
。
ω
¢
o
鎚
●
℃
・
δ
営
　
　
（
二
八
）
閣
○
○
く
・
目
。
巳
。
・
≦
＝
①
卿
Z
・
菊
・
幻
・
”

　
　
N
ミ
d
●
9
。
。
○
。
㌔
℃
D
（
6
購
）
・
　
（
一
一
九
）
　
ω
莚
q
・
o
P
コ
9
①
ま
ω
庫
冒
建
．
”
娼
P
δ
心
O
一
二
四
隅
●
　
　
（
三
〇
）
Q
っ
一
Φ
『
P
づ
0
8
c
◎
ω
偉
娼
鎚
ご
℃
・
一
〇
心
・

（
＝
＝
）
冠
・
一
〇
切
戸
一
章
．
　
な
お
、
A
P
A
は
「
官
庁
の
行
為
が
法
に
よ
り
そ
の
自
由
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
範
囲
を
除
き
、
…
…
審
査
裁
判
所
は

　
　
…
…
ω
専
断
的
、
恣
意
的
、
裁
量
権
の
濫
川
又
は
そ
の
仙
法
に
違
反
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
官
庁
の
行
為
、
事
実
認
定
及
び
結
論
を
…
…
取
り
消

　
　
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
　
（
第
一
〇
帰
艦
項
）
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
後
述
の
わ
が
国
の
規
定
の
参
考
と
な
る
。
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三
わ
が
国
に
お
け
る
問
題

　
以
上
み
て
き
た
ア
メ
リ
汚
に
お
け
る
問
題
は
、
わ
が
国
で
は
、
ど
う
取
り
扱
わ
れ
論
じ
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
問
題
は
、
先
ず
、
実

質
的
証
拠
に
立
証
さ
れ
る
「
事
実
」
の
意
義
、
及
び
法
律
適
用
の
意
味
の
「
混
合
問
題
」
の
取
扱
い
、
次
に
、
そ
う
解
さ
れ
る
こ
と
と
憲

法
と
の
関
係
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＝
＝
一
）

　
ω
囚
「
事
実
」
の
認
定
　
　
こ
の
点
は
、
ア
メ
リ
カ
の
場
合
と
同
様
に
解
釈
－
さ
れ
得
る
と
思
う
。
そ
の
継
受
的
性
格
も
一
理
由
で
あ
る



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ

　
　
が
、
も
と
も
と
わ
が
国
で
も
｝
般
に
i
事
実
と
そ
の
推
認
と
を
分
け
て
は
考
察
し
て
い
な
い
が
ー
ー
そ
の
・
よ
う
に
解
さ
れ
て
い
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
コ
コ
ニ
　

　
　
に
よ
る
。
正
確
に
は
、
　
「
事
実
そ
の
も
の
」
で
は
な
く
「
事
実
判
断
」
の
当
否
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
（
な
お
八
三
頁
ω
宏
昭
）
。

　
　
　
　
個
「
法
令
の
適
用
」
　
　
い
わ
ゆ
る
「
窮
極
的
事
実
又
は
結
論
」
の
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
二
つ
の
考
え
方
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
　
第
一
は
、
ア
メ
リ
カ
に
倣
っ
て
、
裁
判
所
拘
束
の
「
事
実
」
の
中
に
、
こ
の
法
適
用
の
問
題
を
も
含
ま
せ
、
・
「
合
理
的
基
礎
」
の
存
す

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヵ

　
　
る
限
り
、
そ
の
終
局
性
を
認
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
山
田
教
授
は
、
も
し
そ
う
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
流

　
　
の
自
由
裁
量
と
も
称
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
自
由
裁
量
と
は
「
法
律
要
件
の
裁
量
」
　
（
↓
讐
げ
Φ
ω
工
芸
ω
臼
B
①
ω
ω
①
コ
）
を
意
味
す
る
こ
と

　
　
に
な
り
、
従
っ
て
そ
れ
は
、
自
由
裁
量
の
．
本
質
を
「
洪
律
効
果
の
裁
量
」
　
（
響
6
犀
絵
9
σ
q
①
①
【
筥
2
ω
Φ
口
）
と
観
念
す
る
と
こ
ろ
の
現
今
維

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ユ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
持
す
べ
き
見
解
と
矛
盾
し
両
立
し
得
な
い
、
と
結
論
さ
れ
る
。
そ
し
て
「
将
来
そ
れ
が
、
あ
め
り
か
流
に
裁
判
例
お
い
て
許
容
さ
れ
る
と

　
　
し
て
も
、
　
そ
れ
は
行
政
委
員
会
の
権
限
行
使
の
特
殊
性
の
故
に
例
外
的
に
許
容
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
　
か
か
る
行
政
決
定
の
自
律
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
　
　

　
　
は
、
自
由
裁
量
と
は
区
別
し
た
取
扱
い
を
う
け
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
」
と
さ
れ
る
。

　
　
第
二
↑
）
は
、
独
禁
法
及
び
土
地
調
整
委
員
会
設
置
法
の
、
回
「
憲
法
そ
の
他
の
法
令
に
違
反
す
る
」
審
決
（
又
は
裁
決
）
の
取
消
（
第

　
　
八
二
条
第
】
項
第
ご
号
及
び
第
五
四
条
第
二
号
）
、
　
個
「
憲
法
そ
の
他
の
法
令
の
適
用
に
つ
い
て
独
断
に
過
ぎ
、
　
又
は
不
当
で
あ
る
」
審
決

　
　
（
又
は
裁
決
）
の
内
容
の
変
更
（
同
調
二
項
及
び
第
五
五
条
第
…
項
）
、
　
と
い
う
規
定
に
注
目
す
る
。
こ
の
規
定
の
解
釈
と
し
て
第
一
（
i
）

　
　
に
、
㈲
は
広
い
意
味
に
お
い
て
は
、
團
の
一
態
様
に
す
ぎ
ず
、
　
「
審
決
の
内
容
の
一
部
が
実
質
的
に
不
当
な
場
合
」
を
指
す
。
両
者
は
、

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
質
的
と
い
う
よ
り
量
的
な
差
別
の
問
題
で
、
　
「
独
断
」
又
は
「
不
当
」
の
程
度
が
極
め
て
著
し
く
、
変
更
判
決
を
以
て
し
て
は
、
こ
れ
を

　
是
正
す
る
余
地
の
な
い
場
合
に
、
回
に
該
当
す
る
と
し
て
こ
れ
を
取
消
す
。
　
而
し
て
自
由
裁
量
処
分
に
つ
き
法
規
裁
量
と
便
宜
裁
量
の

説　
区
別
は
、
具
体
的
な
場
合
、
論
者
に
よ
っ
て
そ
の
見
解
を
異
に
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
か
ら
、
　
「
問
題
を
避
け
る
意
味
に
お
い
て
」
法

赦
畑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
五
）

　
令
の
適
用
に
つ
い
て
も
出
訴
権
を
認
め
る
旨
を
明
記
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
、
と
す
る
。
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，　
　
第
二
（
“
u
）
は
、
右
の
（
i
）
の
立
場
が
、
團
の
法
令
違
反
の
原
因
と
し
て
、
法
令
自
前
の
誤
り
と
法
令
適
用
の
誤
り
の
両
者
を
含
め

説　
　
る
の
を
否
定
し
て
、
團
を
法
解
釈
の
誤
り
の
み
に
限
り
、
個
は
ア
メ
リ
カ
で
い
わ
ゆ
る
混
合
間
題
と
し
て
論
議
さ
れ
た
も
の
を
、
法
律
的

論　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
に
鯉
決
し
た
も
の
と
す
る
立
場
で
あ
る
。
即
ち
「
法
令
の
適
用
」
に
つ
き
独
断
に
過
ぎ
ず
、
又
は
不
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、

　
裁
判
所
は
こ
の
審
決
（
又
は
裁
決
）
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
こ
の
こ
と
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
　
独
断
に
過
ぎ
ず
不
当
で
な
い

　
　
「
法
令
の
適
用
」
は
、
司
法
審
査
に
服
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
　
而
し
て
司
法
審
査
に
服
し
な
い
と
は
、
行
政
庁
の
（
広
い
意
味
の
）
自

　
由
裁
量
に
委
ね
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
　
「
独
断
に
過
ぎ
、
又
は
不
当
で
あ
る
」
審
決
と
は
、
ま
さ
に
、
ア
メ
リ
カ
で
言
う
「
合
理
的
基
礎

　
　
の
存
し
な
い
」
審
決
を
…
．
一
u
う
の
で
は
な
い
か
、
と
す
る
。
従
っ
て
こ
の
立
場
は
、
先
ず
、
法
令
の
適
用
に
つ
い
て
は
行
政
庁
の
裁
量
に
委

　
ね
て
い
る
と
解
釈
す
る
。

　
　
と
こ
ろ
で
行
政
裁
口
璽
権
の
行
使
に
も
、
外
的
（
裁
量
の
蘭
越
）
及
び
内
的
（
裁
量
の
濫
用
）
限
界
が
あ
り
、
そ
の
行
使
が
「
そ
の
限
界

　
内
に
止
ま
っ
て
い
る
限
り
は
裁
判
所
は
そ
の
当
否
を
審
査
し
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
限
界
を
越
え
て
い
る
か
否
か
即
ち
裁
量
の
輸
越
叉
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　

　
濫
用
が
あ
る
か
否
か
は
こ
れ
を
審
査
す
る
の
で
あ
る
」
。
こ
の
意
味
か
ら
こ
の
立
場
は
、
次
に
、
　
「
独
断
に
過
ぎ
、
又
は
不
当
で
あ
る
」

　
と
は
、
こ
の
限
界
を
指
し
た
も
の
と
解
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
限
り
で
は
当
然
の
規
定
で
あ
る
が
、
法
の
適
用
を
分
離
し
て
そ
れ
が
便
宜

　
裁
量
に
属
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
も
っ
て
ア
メ
リ
カ
的
論
争
に
解
決
を
与
え
た
、
と
見
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
へ

　
　
尤
も
こ
の
立
場
は
、
明
文
規
定
の
あ
る
、
こ
の
独
禁
法
及
び
土
地
調
整
委
員
会
識
置
法
に
限
る
解
釈
で
あ
り
て
、
そ
の
他
実
質
的
証
拠

　
法
則
は
規
定
す
る
が
、
か
か
る
条
文
を
置
か
な
い
法
律
に
対
し
て
、
ど
う
い
う
態
度
を
採
る
か
は
、
ま
た
別
に
検
討
さ
る
べ
き
悶
題
と
な

　
る
。

　
　
②
　
憲
法
と
の
関
係
　
　
わ
が
憲
法
第
三
二
条
、
第
七
六
条
第
二
項
に
い
う
「
裁
判
」
が
、
事
実
を
確
定
し
、
法
律
を
解
釈
、
適
用
す

　
る
全
過
程
を
包
含
し
て
観
念
さ
る
べ
き
も
の
な
ら
、
た
と
え
純
粋
の
事
実
問
題
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
裁
判
所
を
拘
束
す
る
と
す
る
の
は
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違
憲
の
疑
が
極
め
て
濃
い
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
　
　

　
　
　
囚
事
実
問
題
　
　
然
し
な
が
ら
こ
の
点
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
、
は
っ
き
り
し
た
違
憲
論
を
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。
　
そ
の
根
拠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　

　
　
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
問
題
が
「
専
門
的
技
術
的
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
更
に
、
こ
れ
ら
独
占
禁
止
等
の
法
の
分
野
が
、
経
済

　
　
的
活
動
の
自
由
等
に
対
す
る
「
経
済
的
規
制
」
の
領
域
で
あ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
従
っ
て
精
神
的
自
由
に
対
す
る
「
行
政
的
規
制
」
の
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
域
で
は
、
特
に
そ
の
保
障
が
厳
格
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
で
、
司
法
審
査
を
制
限
す
る
こ
と
は
許
巷
れ
な
い
。

　
　
　
こ
れ
に
加
え
て
、
　
裁
判
所
は
、
　
事
実
認
定
に
関
し
全
く
権
限
を
持
た
な
い
と
い
う
も
の
で
な
く
、
　
実
質
的
証
拠
に
基
か
な
い
と
き
は

　
i
・
即
ち
合
理
的
で
な
い
な
ら
、
　
「
裁
判
所
は
そ
の
こ
と
の
故
に
こ
れ
を
違
法
の
も
の
と
し
て
被
告
（
註
公
正
取
引
委
員
会
）
の
審
決
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
一
）

　
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
」
、
つ
ま
り
行
政
庁
の
事
実
認
定
に
対
し
て
は
な
お
拒
否
権
を
持
ち
、
そ
の
「
事
実
認
定
を
規
制
す
る
意
味
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
ニ
　

　
　
の
消
極
的
権
能
を
有
す
る
」
点
で
、
違
憲
で
は
な
い
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
圖
法
令
の
適
用
　
法
の
解
釈
は
勿
論
、
法
の
適
用
が
法
律
問
題
で
あ
る
こ
と
に
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
殆
ん
ど
異
論
が
な
い
。
従

　
　
っ
て
こ
の
考
え
の
影
響
を
受
げ
る
限
り
、
ω
B
の
第
二
の
（
”
1
1
）
の
立
場
は
殆
ん
ど
是
認
さ
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
然
し
問
題
は
、

　
　
法
律
的
長
里
を
も
つ
も
の
は
全
て
裁
判
所
の
統
制
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
考
え
方
（
前
記
註
（
一
六
）
の
ジ
ャ
フ
ェ
の
見
解
参

　
　
照
）
よ
り
も
、
裁
判
所
、
行
政
庁
の
何
れ
に
よ
り
大
き
な
関
心
を
示
す
か
、
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
前
記
註
（
一
九
）
参
照
）
。
行
政
官

　
　
は
果
し
て
、
事
実
を
認
定
し
、
法
令
を
適
用
す
る
の
に
適
し
て
い
る
か
（
国
茜
ロ
§
σ
Q
ω
沖
台
。
σ
q
①
）
（
適
性
）
、
行
政
官
の
そ
の
行
為
に
、
国
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
が
信
頼
を
お
く
か
（
＜
臼
↓
鎚
¢
①
口
ω
ゆ
。
。
ひ
Q
Φ
）
　
〈
信
頼
牲
）
、
が
そ
の
根
本
の
問
題
で
あ
っ
て
、
い
た
ず
ら
に
憲
法
の
文
字
を
固
定
的
に
解

　
　
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
　
そ
の
た
め
に
は
、
ど
う
い
う
者
が
委
員
会
を
構
成
し
、
ど
の
よ
う
な
身
分
の
保
障
を
得
て
い
る
か
《
そ
の
権

説　
限
、
組
織
如
何
、
或
は
そ
の
手
続
的
構
造
如
何
が
、
一
つ
一
・
つ
の
委
員
会
に
つ
い
て
実
際
的
に
吟
味
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
に
よ
っ
て

論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
六
）

　
　
は
じ
め
て
適
確
な
答
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
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兼
子
教
授
は
、
　
「
審
決
」
の
性
質
を
法
律
的
に
分
析
さ
れ
た
後
、
ω
現
在
の
審
決
が
経
済
的
規
制
分
野
に
属
す
る
こ
と
・
同
審
決
の
形

式
を
採
る
こ
と
が
公
共
の
輔
の
上
か
ら
必
要
で
あ
り
・
且
つ
そ
の
手
続
が
適
正
で
あ
る
こ
三
何
れ
臭
健
お
い
て
と
は
言
わ
れ
る
卿

が
）
・
を
根
拠
に
さ
れ
て
・
実
質
的
薇
法
則
の
導
入
な
ど
「
憲
法
素
認
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
説
か
れ
る
・
そ
し
て
次
の
醐

言
葉
が
借
さ
れ
る
、
「
権
利
の
付
与
や
制
馨
、
行
政
儀
の
認
定
に
か
か
ら
せ
・
こ
れ
を
玉
取
後
的
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
聖
．
∴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
　
　
結
　
　
　
　
論

以
上
一
紙
数
の
制
限
で
詳
し
い
理
由
づ
け
も
で
き
ず
非
常
に
荒
い
結
論
と
な
る
が
一
私
は
、
明
文
の
規
定
あ
る
も
の
に
限
り
、
「
事
実

の
認
定
及
び
鐸
の
推
認
」
と
撰
令
の
適
用
し
に
つ
い
て
の
裁
判
所
拘
蕎
を
認
め
る
こ
と
が
．
で
き
る
と
解
し
た
い
（
従
ぞ
ω
B
笙

と
第
二
（
i
）
は
否
定
と
な
る
）
。

　
わ
が
国
は
戦
後
、
専
制
的
官
僚
行
政
の
解
休
を
樹
指
し
て
、
英
米
法
の
い
わ
ゆ
る
「
法
の
支
配
」
原
理
を
採
り
入
れ
・
民
主
的
行
政
の

徹
底
化
を
図
っ
た
。
然
し
そ
の
「
法
の
支
配
」
原
理
は
、
既
に
実
質
的
証
拠
法
則
を
含
ん
で
い
る
如
く
、
行
政
権
の
拡
大
強
化
I
F
そ
れ

は
独
占
資
本
の
危
機
回
避
の
た
め
要
請
さ
れ
た
現
象
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
一
を
反
映
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国
が
採
用
し

た
時
期
は
ま
さ
に
、
そ
の
古
典
的
意
味
の
原
理
が
崩
壊
過
程
を
辿
り
つ
つ
あ
る
時
期
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
わ
が
国
従
来
の
・
専
制
的
官
僚

行
政
の
根
強
き
残
存
と
い
う
事
情
と
相
ま
っ
て
く
る
と
き
、
わ
れ
く
の
採
る
べ
き
道
は
自
ず
と
定
ま
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
砿
勉
こ

の
意
味
か
ら
言
え
ば
、
法
適
用
の
拘
束
性
は
勿
論
、
　
実
質
的
証
拠
法
則
の
導
入
の
如
き
｝
事
を
と
っ
て
も
、
　
｝
層
の
慎
重
さ
が
要
求
さ

れ
、
決
し
て
ぞ
レ
率
↑
な
し
の
採
用
は
許
さ
る
べ
き
で
な
い
で
あ
ろ
．
㌶
℃
）

　
然
し
な
が
ら
他
方
、
わ
が
国
独
自
の
立
場
で
そ
れ
を
ど
う
解
決
し
て
い
く
か
は
、
依
然
と
し
て
問
題
で
あ
っ
て
、
現
実
の
口
本
の
政
治

と
社
会
と
の
中
で
、
そ
の
妥
当
な
意
味
を
発
見
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
た
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。



曇ム
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（
五
一
）

　
本
稿
で
は
、
実
質
的
証
拠
法
則
の
内
容
を
明
確
に
せ
ず
、
自
明
の
も
の
と
し
て
前
提
と
し
た
た
め
、
論
点
が
定
か
で
な
い
き
ら
い
が
あ

る
が
、
一
方
の
理
由
（
「
法
の
支
配
」
の
徹
底
化
）
で
、
明
文
の
規
定
あ
る
場
合
だ
け
に
限
り
、
他
方
の
理
由
（
「
経
済
的
規
制
分
野
」
幽

に
お
け
る
行
政
手
続
の
重
要
性
）
で
　
「
法
令
の
適
用
」
、
H
事
実
の
認
定
」
の
裁
判
所
拘
束
性
の
合
憲
性
を
認
め
、
そ
の
問
題
の
提
起

と
し
て
み
た
。

　
（
三
二
）
和
田
・
上
記
註
（
四
）
公
正
取
引
三
二
号
ご
二
一
五
頁
。
勿
論
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
が
決
定
的
な
理
由
と
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
（
三
三
）
三
ヵ
月
章
・
民
事
訴
訟
法
（
一
九
五
九
）
三
八
二
頁
、
三
八
四
頁
⊃
二
九
五
頁
（
一
）
。
兼
子
一
・
民
事
訴
訟
法
体
系
（
一
九
五
四
）
二
四
四
頁
。

　
　
　
わ
が
国
で
は
陪
審
制
の
伝
統
が
な
く
、
従
っ
て
法
律
問
題
、
事
実
問
題
の
区
別
は
な
く
（
尤
も
註
（
一
六
）
で
述
べ
た
如
く
、
上
告
理
由
に
関
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
リ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
カ
　
　
　
う
　
　
　
カ

　
　
　
て
問
題
が
存
し
て
い
る
）
、
意
識
的
に
問
題
は
提
起
さ
れ
て
い
な
い
が
、
不
確
定
概
念
の
適
用
に
つ
い
て
は
や
は
り
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
（
三
四
）
山
田
幸
男
・
自
由
裁
量
の
観
念
に
つ
い
て
・
法
律
時
報
二
二
巻
七
号
（
一
九
五
〇
）
六
二
一
六
頁
。
ア
メ
リ
カ
で
、
、
巳
ω
自
①
江
8
、
、
と
言
わ
れ

　
　
　
る
行
政
作
用
が
、
果
し
て
「
法
律
要
件
の
裁
量
」
と
観
念
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
は
、
夫
だ
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
心
N
帰
》
ピ
国

　
　
　
い
．
ト
（
一
B
Q
。
）
の
岡
口
。
財
ω
”
0
8
0
0
℃
δ
鋤
旨
α
℃
2
一
9
＄
ぎ
》
昌
ゆ
q
ざ
一
》
ヨ
①
ユ
S
昌
〉
住
B
ぎ
δ
貫
讐
才
①
ピ
自
。
≦
目
ゴ
①
o
H
矯
鴇
㎏
c
。
”
鴇
遺
車
α
…

　
　
　
O
o
8
①
炉
》
α
ヨ
ぎ
一
ω
貫
9
。
鉱
く
Φ
言
。
・
江
8
①
口
門
出
⑦
開
。
一
①
o
h
U
一
ω
自
⑦
江
。
ロ
顕
N
ざ
㊦
ω
b
●
顎
。
。
一
が
参
照
さ
れ
る
）
、
要
す
る
に
、
事
実
の
認
定
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヨ
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
　
へ

　
　
　
混
合
問
題
、
自
由
裁
量
、
の
当
否
の
規
準
が
合
理
性
で
あ
る
点
で
三
者
共
通
で
あ
る
が
、
証
拠
的
な
分
野
か
ら
離
れ
る
点
で
は
後
二
者
が
共
通
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
ぬ
　
　
　
た
　
　
　
ヵ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヵ

　
　
　
あ
る
。
然
し
そ
れ
も
そ
の
限
り
で
あ
っ
て
、
準
司
法
的
手
続
を
経
る
か
ど
う
か
で
は
な
お
両
者
異
な
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
点
の
考
慮
と
，

　
　
　
本
文
以
外
の
考
え
方
が
あ
り
而
も
そ
れ
が
妥
当
で
あ
る
な
ら
そ
れ
に
よ
る
の
が
正
し
い
と
考
え
る
の
で
、
　
こ
の
説
は
と
ら
な
い
（
山
田
教
授
と
理

　
　
　
由
は
違
う
が
結
論
は
同
じ
に
な
る
）
。

　
（
三
五
）
石
井
良
三
・
独
占
禁
止
法
（
改
定
増
補
版
）
　
（
一
九
四
八
）
三
七
一
－
三
、
和
田
・
前
記
註
（
三
二
）
一
五
、
公
正
取
引
委
員
会
事
務
局
編
．

　
　
　
改
正
独
占
禁
止
法
解
説
・
（
一
九
五
四
）
四
一
四
一
五
頁
。
な
お
和
田
・
同
音
は
、
第
二
項
は
「
…
…
…
（
ア
メ
リ
カ
法
的
に
い
え
ば
む
し
ろ
い
わ
ゆ

　
　
　
る
『
混
合
間
題
』
ヨ
辞
巴
箕
〇
三
①
巳
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
）
…
…
」
と
い
う
。
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両冊
説

（
三
六
）
　
雄
川
一
郎
・
行
政
争
訟
法
（
一
九
五
七
）
　
一
二
三
頁
Q

（
三
七
）
尤
も
東
京
高
田
昭
和
二
六
年
九
月
一
九
日
判
決
（
行
裁
例
幣
二
巻
九
号
一
七
六
（
一
五
六
二
）
頁
）
は
、
「
一
定
の
取
引
分
野
」
と
か
「
競
争

　
　
の
実
質
的
制
限
」
と
か
い
っ
た
問
題
を
、
法
律
問
題
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
な
お
こ
の
判
例
の
批
評
に
つ
き
、
冷
村
成
和
・
東
宝
・
ス
バ
ル

　
　
事
件
の
判
決
に
つ
い
て
。
公
正
取
引
三
〇
号
（
一
九
五
二
）
五
頁
、
西
岡
・
上
記
註
（
四
4
。
　
こ
の
考
え
は
勿
論
、
　
「
法
の
解
釈
」
と
「
法
の
適

　
　
用
」
と
が
区
別
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
デ
ィ
キ
ン
ソ
ン
・
上
記
註
（
＝
ハ
）
三
一
三
一
四
頁
、
特
に
そ
の
註
二
〇
、

　
　
小
室
・
上
記
註
（
一
六
）
八
九
九
頁
が
詳
し
い
）
。
現
在
「
法
の
適
用
」
が
法
律
問
題
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
争
が
な
い
が
、
問
題
は
そ
ん
な

　
　
こ
と
よ
り
、
か
か
る
「
法
の
適
用
」
を
取
扱
う
に
最
も
適
当
な
機
関
は
ど
れ
か
、
に
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
・
る
。
な
お
前
記
註
（
一
一
二
）
の
F
A

　
　
P
A
の
規
定
、
橋
本
・
前
記
註
（
四
）
米
国
行
政
法
研
究
一
七
九
頁
。

（
三
八
）
例
え
ば
、
註
解
日
本
国
憲
法
下
巻
（
一
九
五
五
）
＝
四
一
頁
註
（
七
）
、
な
お
公
法
研
究
創
刊
号
（
一
九
四
九
）
所
掲
の
期
飼
・
浩
宮
・
雄

　
　
川
諸
教
授
の
意
見
参
照
心
　
ア
メ
リ
カ
で
違
憲
論
が
起
ら
な
い
の
は
、
陪
審
の
事
実
認
定
権
が
憲
法
上
保
障
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
類
推
か
．
ら
来
る
。

（
三
九
）
例
え
ば
、
宮
沢
俊
義
・
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
日
本
国
憲
法
（
一
九
五
五
）
五
九
六
頁
以
下
。

（
四
〇
）
兼
子
・
前
記
註
（
四
）
四
六
八
1
九
頁
、
鵜
飼
信
成
・
公
務
員
法
（
一
九
五
八
）
　
＝
ハ
六
頁
一
そ
こ
で
国
家
公
務
員
法
第
三
条
第
五
項
の
「
法

　
　
律
問
題
」
が
「
真
実
問
題
」
に
対
す
る
「
法
律
問
題
」
で
は
な
く
、
「
適
法
違
法
の
問
題
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
す
る
。
兼
子
教
授
は
、
当
該
分

　
　
野
は
「
元
来
公
共
の
福
祉
に
適
合
す
る
こ
と
が
．
要
求
さ
れ
て
お
る
も
の
で
あ
り
（
憲
法
二
二
条
、
二
九
条
）
、
そ
の
場
合
の
法
律
の
定
め
に
よ
る
制

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
リ
　
　
へ

　
約
は
、
単
に
実
質
的
要
件
だ
け
で
な
く
、
如
何
な
る
機
関
の
判
定
に
服
さ
せ
る
か
の
手
続
上
の
制
約
を
も
含
め
た
も
の
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き

　
　
る
」
　
（
傍
点
川
上
）
と
特
異
な
狸
論
構
成
を
と
ら
れ
る
（
同
頁
）
。

ハ
四
こ
東
京
高
判
昭
和
二
八
年
八
月
二
九
日
判
決
（
二
二
例
集
四
巻
八
号
一
二
九
（
一
九
三
一
）
頁
）
。

（
四
二
）
　
雄
川
・
⊥
記
註
（
三
六
）
　
一
四
五
頁
。

（
四
三
）
実
質
的
証
拠
に
立
証
さ
れ
る
か
ど
う
か
．
、
は
ま
さ
に
法
律
問
題
で
あ
る
（
ブ
ラ
ウ
ン
は
そ
れ
は
政
策
的
理
由
か
ら
だ
と
い
い
、
ス
タ
ー
ン
も
こ

26．（4。96）　432



論説

　
　
れ
に
近
い
。
然
し
ジ
ャ
フ
ェ
は
機
能
的
論
理
的
に
そ
う
だ
と
い
う
。
　
切
戸
。
≦
戸
周
9
。
9
鋤
a
ド
9
。
窯
ぎ
言
上
一
9
巴
閑
Φ
≦
①
≦
（
一
郭
切
）
出
〉
幻
く
．

　
H
・
閃
叩
く
．
。
。
遷
、
O
O
U
∴
ω
酔
①
ヨ
”
昌
。
酔
①
。
。
ω
ロ
只
9
・
唱
p
N
一
…
冨
h
h
Φ
」
β
巳
。
壁
一
票
①
≦
o
≦
…
O
口
Φ
ω
江
。
昌
o
h
司
飴
9
（
一
画
ひ
）
ひ
り
出
諺
国
く
．
い
・

　
菊
国
く
・
一
〇
N
O
一
Σ
）
。
こ
の
点
裁
量
権
の
諭
越
又
は
濫
用
の
存
否
の
問
題
も
、
政
策
的
に
か
論
理
的
に
か
は
今
問
わ
な
い
と
し
て
同
様
に
解
さ
れ
よ
う
。

（
四
四
）
兼
子
・
上
記
註
（
三
三
）
四
六
一
頁
、
小
室
・
上
記
註
（
＝
へ
）
九
〇
二
頁
は
、
「
一
般
的
に
言
う
な
ら
ば
、
確
定
さ
れ
た
一
定
の
経
験
的
事

　
　
実
が
、
木
確
定
概
念
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
か
否
か
は
、
常
に
法
律
問
題
で
あ
る
」
と
い
う
。

（
四
五
）
．
平
野
竜
一
・
職
業
裁
判
官
と
素
人
裁
判
官
・
法
律
時
報
二
九
巻
四
号
（
一
九
五
七
ノ
一
一
頁
。

（
四
六
）
　
公
正
取
引
委
員
会
の
実
際
的
活
動
と
し
で
「
公
正
取
引
」
，
・
公
正
取
引
研
究
協
会
が
参
考
と
な
り
、
u
土
地
調
整
委
員
会
の
そ
れ
は
、
主
そ
の
年
次

　
報
告
書
が
参
照
さ
れ
る
と
す
る
（
塩
野
宏
・
土
地
調
整
委
員
会
の
裁
定
と
実
質
的
証
拠
法
則
・
自
治
研
究
三
三
巻
．
＝
号
（
一
九
五
七
）
九
九
頁
）
。

（
四
七
）
，
兼
子
．
・
前
記
註
（
四
）
四
六
二
頁
以
下
、
特
に
四
六
九
頁
。
　
，
…
　
　
　
、
　
　
・
　
　
　
　
　
、
　
　
　
，
　
　
　
　
・
．
、
　
　
－
、
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
　
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

（
四
八
）
　
「
法
令
の
適
用
」
の
問
題
に
つ
い
て
は
な
お
、
な
ぜ
そ
れ
が
取
消
原
因
と
な
ら
ず
変
更
原
因
と
な
っ
て
い
る
か
、
変
更
の
場
合
、
裁
判
所
が

　
　
「
自
ら
変
更
の
裁
判
」
を
す
る
と
規
定
す
る
（
土
地
調
整
委
員
会
設
置
法
五
五
条
二
こ
口
か
し
な
い
（
独
禁
法
八
三
条
）
、
か
は
な
ぜ
か
（
独
禁
法
に

　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
へ
　
　
も

　
あ
っ
て
も
、
解
釈
上
、
自
判
ほ
認
め
ら
れ
る
と
解
さ
れ
る
が
）
、
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
本
文
の
結
論
も
、
こ
の
よ
．
う
な
問
題
に
対
す
る
解
答
の
な

　
　
い
デ
面
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
不
徹
底
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
四
九
）
下
山
瑛
二
・
一
行
政
権
の
拡
大
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
ラ
イ
ッ
・
法
律
時
報
二
七
巻
七
号
（
一
九
五
二
）
二
一
頁
、
同
・
上
記
註
（
四
）
一
巻
四
号
二

　
六
頁
以
下
、
渡
辺
洋
三
・
行
政
権
の
優
越
性
と
国
民
の
権
利
・
法
律
時
報
二
七
巻
七
号
（
一
九
五
二
）
．
三
〇
頁
、
九
号
特
に
九
四
頁
以
下
。
公
法
研

　
究
二
〇
号
（
一
九
五
九
）
は
、
「
法
の
支
配
」
を
め
ぐ
◎
て
の
貴
重
な
研
究
報
告
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で
鵜
飼
教
授
が
「
聡
そ
ら
く
ひ
と
り
思
想
の

　
自
由
に
関
す
る
領
域
ば
か
り
で
な
く
、
も
っ
と
広
く
ほ
と
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
行
政
の
領
域
で
、
国
民
に
自
由
の
洗
礼
を
授
け
る
こ
と
」
　
（
同
一
．
六
頁
）

　
を
強
調
さ
れ
る
の
は
、
最
近
の
傾
向
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
・

（
五
〇
）
当
法
則
の
導
入
に
対
す
る
態
度
に
つ
い
て
は
、
上
記
註
（
四
）
の
文
献
参
照
。
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（
五
，
一
）
　
わ
が
国
の
、
で
ば
な
ぐ
、
ア
メ
リ
ガ
の
実
質
的
証
拠
法
財
に
つ
い
て
ば
、
，
柵
椅
・
「
ア
メ
リ
カ
行
政
法
に
お
け
る
実
質
的
証
拠
の
法
則
」
。
九
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
　
　
も
　
　
　
へ

　
法
学
六
号
（
．
一
九
六
〇
）
で
、
私
起
ゆ
の
従
来
の
考
え
を
整
理
し
で
み
た
。
そ
こ
で
の
私
の
結
論
は
、
歴
史
的
に
生
れ
て
来
た
本
来
の
実
質
的
証
拠
の
法

　
則
は
、
い
わ
ゆ
る
「
近
代
的
に
修
正
さ
れ
た
一
片
証
拠
の
法
則
」
，
（
貧
）
で
は
な
、
い
か
下
と
い
ケ
ご
と
、
F
A
P
A
，
一
．
○
条
回
項
に
言
ケ
「
全
記
録

　
　
の
審
査
」
（
b
）
は
、
、
こ
れ
を
修
正
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
な
お
そ
れ
は
「
証
拠
価
値
の
法
則
」
（
c
）
，
ま
で
に
至
る
も
の
で
は
な
町
こ
ど
、
、
然
し

　
　
（
a
）
に
解
す
る
か
（
O
）
に
解
す
る
か
、
或
は
（
b
）
に
解
す
る
が
は
、
結
局
そ
の
と
ぎ
の
社
会
的
政
治
的
事
情
に
反
映
さ
れ
た
政
策
八
司
法
権

　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
も
　
　
へ
　
　
う

　
　
ど
行
政
権
の
か
ね
あ
い
）
が
決
す
る
こ
と
、
、
，
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
．
わ
が
国
に
お
け
る
堂
者
の
見
解
は
、
」
こ
の
法
則
が
現
行
刑
事
訴
訟
法
の
控
訴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
ぬ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
審
の
構
造
で
あ
る
事
後
審
査
審
制
、
或
は
そ
れ
に
近
い
も
の
で
あ
る
．
、
と
い
う
点
で
大
体
一
致
し
て
い
る
（
西
田
隆
．
審
手
続
に
お
け
る
証
拠
・

　
　
公
正
取
引
二
四
号
（
’
一
九
五
二
）
九
頁
、
和
田
・
前
記
註
バ
三
二
）
一
六
頁
は
前
記
註
（
三
七
）
の
判
例
批
評
に
つ
き
、
，
中
務
・
前
記
註
（
四
）
，

　
九
一
，
・
九
六
頁
は
一
，
定
の
幅
を
考
え
ら
れ
る
、
，
兼
子
・
前
記
註
（
四
）
四
六
七
頁
）
。
私
は
未
だ
熟
し
た
考
え
で
は
な
い
が
、
、
ア
メ
旦
ヵ
の
そ
れ

　
　
か
ら
受
け
る
観
念
は
む
し
ろ
、
　
「
そ
の
採
用
し
た
証
拠
か
ら
．
そ
の
認
定
を
引
出
す
こ
と
が
論
理
的
常
識
的
に
不
可
能
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

　
　
合
」
に
限
っ
て
「
法
律
審
が
事
実
審
の
心
証
形
成
に
対
し
て
」
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
意
味
の
審
査
審
制
（
民
訴
四
〇
三
条
）
、
と
い
う
こ
と
で
あ

　
　
る
（
以
上
の
引
用
は
兼
子
・
前
掲
）
。
然
し
そ
れ
で
は
、
わ
が
国
の
場
合
、
事
実
審
を
省
略
す
る
こ
と
に
な
っ
て
違
憲
を
免
れ
ず
、
そ
の
意
味
で

　
　
通
説
に
戻
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
当
法
則
の
導
入
が
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
一
面
に
は
こ
の
よ
う

　
．
な
理
由
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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